「The Madness of Pelagius」訳本

　「Pelagiusの狂気」

　著者：Tsathenes
　Tamriel全土の皇帝になった男は、第３時代１１９年、彼の叔父Antiochus１世の栄光ある治世の末、Wayrest王家の王子Thoriz Pelagius Septimとして生を享けた。Pelagiusの誕生する以前の年月、Magnus王はAntiochusの親しい弟であることから、Wayrestは大いに寵愛に浴してきた。
　Pelagiusの狂気が初めて明らかになった時点を述べることは難しい。何故なら、実際のところ、彼の最初の１０年間の人生は、その国そのものに於ける大きな狂気によって特徴づけられるものであるからだ。ちょうどPelagiusが１歳を過ぎた辺りでAntiochusは死去して、彼の娘であるKintyraが万人の承認を受けて帝位を継承した。Kintyra２世はPelagiusの従姉であり、卓越した神秘家かつ魔術師であった。もしも未来に目をこらすための手段が充分に具わっていたならば、きっと彼女は宮殿から逃げ出してしまったことだろう。
　〈赤金剛石の戦〉〔War of the Red Diamond〕の物語は他の多数の学術雑誌に於いて語られてきたが、大抵の歴史家の同意するように、Kintyra２世の統治は、彼女の従弟およびPelagiusの従兄であるUrielによって彼の母Potema――いわゆるSolitudeの狼女王――の力を通じて簒奪されてしまった。戴冠の翌年、KintyraはGlenpointで罠に陥り、そこの帝国地下牢に幽閉された。
　Uriel王子がUriel３世として帝位に着くと、戦火はTamriel全土に及ぶことになった。High Rockは、そこに女帝が囚われていたため、最も血なまぐさい戦の場の１つとなった。Pelagiusの父Magnusは彼の兄Cephorusと手を結び簒奪皇帝に対抗して、Uriel３世とPotema女王に対する憤激をWayrestに於いて表明した。Pelagius、彼の兄弟姉妹、そして、彼の母UtheillaはBalfiera島に逃れた。UtheillaはDirenniの血筋であり、彼女の親族の牧師館は、今日までも依然として、その古の島に位置している。
　有り難いことに、Balfieraに於けるPelagiusの幼年時代に関して、乳母や訪問者によって多数の記録が書き留められている。彼に会った誰もが、見目うるわしく魅力に溢れておりスポーツ・魔術・音楽に興味を抱いている少年として、その彼のことを描写している。外交官に於ける〔お世辞による〕誠実性の欠如を勘案するとしても、むしろ、PelagiusはSeptim皇朝の未来にとって祝福であったように思われるのである。
Pelagiusが８歳の折、Cephorusは〈Ichidagの戦〉〔Battle of Ichidag〕に於いてUriel３世を打ち破り、皇帝Cephorus１世として宣言を行った。それからの１０年間の治世に於いて、CephorusはPotemaと争った。Pelagiusの初陣はSolitudeに対する包囲攻撃――Potemaの死、および、この戦の最終的終結を伴って終えられた――であった。謝意を込めて、CephorusはSolitudeの王座にPelagiusを座らせた。
　Solitudeの国王の頃になったから、Pelagiusの奇行は顕著になり始めた。皇帝の寵愛あつい甥であるため、Solitudeを訪れた外交官の中でも、Pelagiusに対して否定的見解を述べられる者は殆んど居なかった。彼の治世に於ける最初の２年間に於いて、少なくとも、驚くべき体重の増減が在ったことで有名である。王位に着いてからの４ヶ月後、Ebonheartから訪れた外交官はPelagiusに関して「大層に大きな心を具えた頑強かつ堅牢なる魂、それは彼の腰まわりを広げてみせている」と述べている。また、その５ヶ月後、Firstholdから訪れた姫は兄に宛てて「王が私の手を握った時には、まるで骸骨に掴まれているような心地でした。Pelagiusは、まったくもって本当に、やつれてしまっています」と書き綴っている。
　Solitudeの包囲から３年後、Cephorusは一度たりとも結婚することなく子を成さずに没した。Pelagiusの父Magnusは兄弟姉妹の内でも唯一の生き残りであるため、彼はWayrestの王位を後にして皇帝Magnus１世として帝都に移住した。Magnusは老年に達しており彼の存命の子の内でもPelagiusは最年長であり、そのため、Tamrielの注意はSentinelに集中することになった。この時点以降、〔庇護者Cephorusの死によって〕Pelagiusの奇行は悪名たかいものになっていった。
　Sentinel国王としての彼の振る舞いに関して幾つもの伝説が存在するが、きちんと文書化されている事例は稀である。知られているところによれば、Pelagiusは自室に鍵を掛けてSilvenarの年少の王子たち・姫たちを自身と共に閉じ込めると、無署名の宣戦布告書がドアの下から滑り入れられるまで彼らを解放しなかった。地元の祝祭に際して行った演説の途中で彼が自身の衣服を破り裂いた時には、彼の相談役たちが更に注意ぶかく見張ることを決意したのは明らかである。Magnusの指示によって、Pelagiusは、Dark Elfの古くからの貴族の家柄の美しい女性後継者であるKatariah Ra'athimと結婚した。
　Dark Elfと結婚するNordの国王は自身の評判を滅多に上げることにはならない。その婚姻に関して、大抵の学者は２個の理由を挙げるものである。〔第一に、〕MagnusはEbonheartとの関係を強化しようと試みており、Ra'athimの一族は当地の出身であった〔からである〕。Ebonheartの隣国であるMournholdは帝国の極めて初期からの歴史的同盟国であり、〔Mournholdの〕Barenziah女王の夫君は〈赤金剛石の戦〉の数多の戦闘に於いて勝利を獲得した。Ebonheartは、Uriel３世とPotemaに手を貸したという秘密を拙なく隠していた。
　婚姻に関する他方の理由は、より個人的な代物である。すなわち、彼女は美しいのと同程度に外交家として如才なかったからである。もしもPelagiusの狂気を隠せる人物が存在するならば、それこそ彼女に他ならないのであった。
　第３時代１４５年Second Seed月８日、Magnus１世は眠りながら静かに世を去った。Pelagius の妹JoletheはSolitudeの王位を継承して、PelagiusとKatariahは、Tamrielの皇帝と皇后として戴冠するために帝都へと乗りつけた。帝冠を頭に授けられて失神したPelagiusをKatariahが支えたけれど、玉座の極く近くに居た者達のみが、何が起こったのかに気づいたと言われている。Pelagiusに関する数多のエピソードのように、これは確証できないものである。
　実際のところ、Pelagius３世は決してTamrielを統治するものではなかった。KatariahとElder Councilが、全決定を下して、Pelagiusが誰をも当惑させないように試みるに過ぎなかったのだ。それにも関わらず、Pelagius３世の統治に関するエピソードは存在しているのである。
　伝承によれば、Argonianの大使がBlackroseから宮廷を訪問した際には、それがArgonianの生来の言語であるかのように、Pelagiusは「ブーブー、チューチュー」とばかり言って話すことを主張したそうである。
　Pelagiusは潔癖症に取り憑かれていたことで知られており、多数の客人が、早朝の帝国宮殿に於ける掃除の騒音によって目を覚ましたと記録している。召使の働き振りを視察していた際の伝承――唐突に床に排便して、彼らに仕事を与えた――は恐らく疑わしいものである。
　Pelagiusが帝国宮殿の訪問者に対して実際に咬んだり暴力を振るったりするようになり始めてから、彼を私設の精神病院に送ることが決定された。Pelagius が帝位に着いた２年後、Katariahは摂政として宣言を受けていた。それからの６年間、その皇帝は一連の精神病院と施設に留まった。
　この期間に関して、帝国に対する反逆者は多数の嘘を流布している。Pelagiusに為された忌まわしい実験と拷問の物語が囁かれており、それらは殆んど事実として受け取られるようになった。皇帝が施設おくりになった直後に貴婦人Katariahが身ごもったことから、不義の噂やら、いっそう馬鹿げていることには、陰謀の噂――正気の皇帝を幽閉した――やらが、しばしば囁かれた。Katariahが証明しているように、彼女の妊娠は、夫の個室を訪ねた後のものである。その他の証拠は無いけれど、忠実なる臣民として、我々には女帝の言葉を事実として容認する義務が存在する。彼女の第２子――Uriel４世として長年の統治を務めることになった――Uriel４世は、彼女の夫君Lariateとの婚姻による子として、そのように公的に承認された。
　Suns Dawn月の暖かな或る夜に、３４歳のPelagius３世は、Betony島はKynareth神殿の自室に於いて、ちょっとした熱を出してから死去した。Katariah１世は、Pelagiusと成した唯一の子供であるCassynderに帝位を譲渡するまで、それからの４６年を統治した。
　Pelagiusの奇行は、彼が誕生・逝去した州に対して、逆の形で彼を親しいものにした。Suns Dawn月２日――彼の死んだ記念日であるかも知れないし、そうでないかも知れない（さして記録は精確ではないため）――は〈狂えるPelagius〉〔Mad Pelagius〕として祝われており、その日には、あらゆる類の愚行が勧められるのである。そうして、Septim皇朝の歴史に於ける最も望ましくない皇帝の１人は、最も有名な皇帝の１人になったのである。
